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はじめに

　防災に関心を持ち、考え、取り組み、個人や家庭、さらには自治区の防災力を
高めていくことが重要です。

防災カルテの目的

防災カルテの使い方

災害時の自治区の課題を認識し、取り組むべき対策を考える

自治区での防災の取組を広げる

自分や家庭の災害への備えを進める

①自分の住む自治区に、どのような災害が起こる恐れがあるのかを理解する。
②災害が起こった場合に、自治区にはどのような課題があるのかを認識する。

③課題に対応し、個人・家族・自治区でどのような取組を行う必要があるのかを考える。
④防災の取組を少しでも前進させていく。

STEP１

STEP２

　　①防災上の課題（P.9 ～ P.10）から、ワークショップなどで抽出された問題や課題を知る。
　　②今後に向けた取組（P.11 ～ P.12）から、自分がする取組については家族で話し、できる
　　　ものから取り組む。地域でする取組については隣近所で話し合い、優先する取組を自主
　　　防災会や自治区内で提案（相談）する。

　　①非常持ち出し品・備蓄品の準備（P.13）や日頃からの家庭での防災対策（P.13）をみて、
　　　わが家の防災対策をチェックし、備えを充実する。できれば家族皆でチェックする。

　　②正確な災害情報の入手（P.14）、災害時の心得（P.15）を家族皆で共有し、災害から　　
　　　生命を守る防災力を身につける。

　　③災害時の避難先などを家族で話し合って、わが家の防災メモ（裏表紙）として絶えず
　　　確認できるようにしておく。

　　①御作小学校区の概要（P.2）や防災関連施設（P.3）から地域の情報を得る。
　　②過去の災害（P.4）を知り、災害の危険性（P.5）や被害想定（P.6）からこれから起こり
　　　うる災害の姿を知る。

　　③自治区の人が指摘した危険箇所（P.7 ～ P.8）について、どのような危険があるのかを　
　　　確認する。

　　④防災カルテをきっかけにして、家族や近所の人と一緒に危険箇所の確認・点検を行う。

STEP３

STEP４

災害の危険性を知る

　このカルテは、個人・家族・自治区で、次のような防災の取組を始め、進めて
いくきっかけとなる情報を提供することを目的としています。

　　①自主防災会や自治区の役員は、優先すべき防災の取組を相談し、広げていく。
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御作小学校区全体の面積は＠、人口は＠人で、人口密度は＠人 /k ㎡です。各自治区の面積や人口
は下表のとおりです。

自治区
　御作小学校区は、御作町・上川口町・下川口の
3自治区で構成されています。

　御作小学校区は、藤岡地域東部の山間地に位置
しています。矢作川・犬伏川・木瀬川の 3つの河
川が流れており、自然豊かな地域です。

地勢

御作小学校区のデータ

基本情報

人口構成

御作小学校区の概要

　御作小学校区内の人口構成は、概ね
つぼ型となっており、少子高齢化が進
んでいることがわかります。また、50
歳代の男女が特に多いことも大きな特
徴です。

御作小学校区の詳細図

御作小学校区の人口構成

御作小学校区の基礎データ

男　性 女　性

（2020 年 4月 1日時点）

（面積・人口・世帯数）　　　　　　　  豊田市 「町別面積・人口・世帯数」
（御作小学校区の平均年齢）　　　　　  豊田市「全市・地区別男女別年齢別人口」
（旧藤岡全体・豊田市全体の平均年齢）豊田市「町別年齢別人口」

全体

16.6 ㎢ 9.99 ㎢ 4.06 ㎢ 2.55 ㎢ 65.58 ㎢ 918.32 ㎢
56.5 人/㎢ 70.6 人/㎢ 23.9 人/㎢ 38.4 人/㎢ 296.3 人/㎢ 461.8 人/㎢

人口 938 人 705 人 97 人 98 人 19,434 人 424,053 人

男性 453 人 335 人 47 人 48 人 9,951 人 221,219 人

女性 485 人 370 人 50 人 50 人 9,483 人 202,834 人

343 世帯 269 世帯 43 世帯 35 世帯 7,198 世帯 182,485 世帯

50.58 歳 50.38 歳 56.21 歳 52.41 歳 43.5 歳 43.44 歳

旧藤岡全体 豊田市全体

面積
人口密度

世帯数
平均年齢

御作小学校区

下川口上川口町御作町

出典：

33
33

485

355

485

木瀬川

犬伏川

8

16

12

18

21

15

20

21

27

19

37

52

41

38

28

21

19

12

5

11

18

17

18

21

18

21

14

17

21

55

49

30

30

31

26

35

24

14

4 歳以下

5 ～ 9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

単位：人

矢作川

御作小学校
御作公民館

上川口公民館

下川口公民館

主要道路
河川
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　避難場所やAED設置場所をチェックしましょう。

御作小学校区の防災関連施設

防災関連施設位置図

緊急避難場所・
臨時避難所

避 自主避難場所

倉 防災・水防倉庫

AED設置場所

凡例2020 年 12 月時点出典：とよた i マップ
　　　豊田市藤岡中学校区基礎版防災カルテ
　　　その他　豊田市資料

避難施設

緊急避難場所
御作小学校
（収容人数160人）

臨時避難所
加茂丘高校（収容人数666人）

※令和3年3月31日までの　 暫定措置

自主避難場所

御作公民館

上川口公民館

下川口公民館

御作こども園

御作東部児童遊園

御作児童遊園

西川集会所

御作西川公園

縄文の里水辺公園ふれあい広場

救援・救急関連施設

消防団 第５方面隊第３分団

防災・水防倉庫

御作小学校
御作公民館
上川口公民館
下川口公民館

AED設置場所

御作小学校
加茂丘高校
御作こども園
月原公民館（学区外）
アイシン化工（株）（学区外）
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　昭和 47年 7月 9日夕刻から降り続いた雨は 12日夜半から強くなり、特に西三河山間部では局地
的な集中豪雨となり、9日から 13日までの総雨量は多いところで 450ミリメートルに達しました。
このため各地で山崩れ・がけ崩れ・河川の氾濫が発生し、豊田市（合併市町村含む）の人的被害、
建物被害は、死者・行方不明者 63名、全半壊 519棟、床上・床下浸水 5,406棟となりました。
　御作小学校区の全域において、多くの箇所で急傾斜地の崩壊、土石流、河川の氾濫が発生
し、道路の寸断により孤立する集落がでるなど、甚大な人的被害、建物被害となりました。

昭和 47年 7月豪雨災害

平成 12年 9月東海豪雨災害
　平成 12年 9月 11日から翌 12日にかけて、秋雨前線と台風 14号の影響により、48時間降水量で
平年の年降水量の 1/3を超える記録的な豪雨となり、各地堤防の決壊や河川の越水による浸水、土砂
災害が発生し、豊田市（合併市町村含む）の人的被害、建物被害は、死者・行方不明者 1名、全半壊
16棟、床上・床下浸水 739棟となりました。
　御作小学校区でも、土砂災害のほか、県道豊田明智線が上川口町や下川口で浸水するなど
の被害が発生しました。

豊田市における過去の災害

ずたずたになった県道豊田明智線
（豊田市下川口地内）

本ページの記載は、豊田市藤岡中学校区基礎版防災カルテの記載を基本に、豊田市地域防災計画付属資料の過去の主な風水害、
名古屋地方気象台の気象災害の記録、現地踏査の結果をもとにとりまとめた。

 浸水した県道豊田明智線（豊田市藤沢町）

藤沢町は、下川口の南側に隣接す
る地域で、現地踏査における「東
海豪雨の際は県道豊田明智線が浸
水した」との地域の方のお話と一
致しています。

裏山の崩壊により直撃を受けた家屋
（豊田市上川口町地内）
写真出典：愛知県HP（昭和 47 年７月災害（砂防課）2009 年 1月７日更新）

写真出典：愛知県HP（平成 12 年 9月災害（東海豪雨災害）（砂防課）2009 年 1月７日更新）
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　御作小学校区（以下「本学区」といいます。）の地形は、山地が大きな部分を占め、木
瀬川－犬伏川より西側では起伏が緩やかな丘陵地となっています。そのほか河川沿いにわ
ずかに低地が形成されています。集落の多くは河川と急傾斜地を有する山地との間に形成
されています。

　本学区の地盤は、山地部は硬岩地盤で比較的安定しています。一方、地表面に近い地質
は、風化を受け砂状になりやすい花崗岩類から形成されており、崩壊を起こしやすいとい
う特性があります。

地形等の特徴

御作小学校区における災害の危険性

本学区における災害の危険性（ポイント）

災害の種類ごとの危険性

地震の予測震度は相対的に小さいが、局所的に大きな揺れが生じる可能性がある。

地質が風化しやすい花崗岩であり、急傾斜の斜面に接して立地している集落が
多いことから、地震時や集中豪雨時に土砂災害の危険性が高い。

矢作川、犬伏川、木瀬川などの河川に接して集落が形成されていることから、
集中豪雨による河川の氾濫・浸水被害を受けやすい。

　南海トラフ巨大地震の想定される 2つのモデルとも、最大震度は 5強で本市全体の
中では予測震度が小さい学区の一つですが、局所的に大きな揺れが生じる可能性はあ
ります。被害想定では、地震に伴う道路の不通により、集落が孤立する恐れがあります。
　また、本学区の区域外ですが、北西方向に猿投山北断層と猿投・境川断層が北東か
ら南西に走っており、これら活断層の地震についても注意を怠ることはできません。

地震

　山地部は風化しやすい花崗岩類で形成され、地震動や豪雨によって斜面崩壊が起き
る可能性があります。昭和 47年 7月豪雨災害をはじめ、本学区内でも急傾斜地の崩
壊や土石流がこれまで繰り返し発生してきました。
　学区内の人家の多くが、急傾斜地の崩壊や土石流の危険がある土砂災害特別警戒区
域や土砂災害警戒区域内にあることから、本学区としては、土砂災害は最も警戒すべ
き災害です。

土砂災害

　本学区内には、矢作川、犬伏川、木瀬川が流れており、昭和 47年 7月豪雨災害や
平成 12年 9月東海豪雨災害でも河川の氾濫・浸水が発生しています。
　近年、集中豪雨は頻発化・激甚化しており、想定し得る最大規模の降雨では、矢作川、
犬伏川、木瀬川沿いの集落は浸水すると予想されています。集中豪雨時には、土砂災
害だけでなく、河川沿いの地域では浸水などの災害に警戒する必要があります。

河川の氾濫・浸水
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【御作小学校区における想定被害】
過去地震
最大モデル

理論上最大
想定モデル

建物被害 全壊
・焼失

揺れ 0 0

急傾斜地崩壊等 1 1

計 1 1

半壊 揺れ 7 3

急傾斜地崩壊等 2 2

計 9 4

人的被害 死者数 0 0

重傷者数 0 0

軽傷者数 2 1

御作小学校区における災害の被害想定
想定される地震被害

矢作川上流支川の浸水予想図

　豊田市が南海トラフの巨大地震を対象に行った被害想定では、本学区の最大震度は５強で、市全
体の中では被害は比較的軽微ですが、全半壊する建物もあり、斜面崩壊や道路の途絶などによる孤立・
生活困難などが予想されています。また、活断層による地震も注意を怠ることはできないとされて
います。

　愛知県の「浸水予想図」では、矢作川、犬伏川及び木瀬川沿いの区域で、想定し得る最大規模の
降雨によって浸水することが想定されています。

土砂災害警戒区域等
   本学区には、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域が指定されています。これらの区域につ
いては、P.7 ～ P.8の「危険箇所」の図に表示しています。

南海トラフの巨大地震
想定地震の 2つのモデル

■過去地震最大モデル
　過去に南海トラフで繰
り返し発生している地震
のうち、発生したことが
明らかで規模の大きい 5 
つの地震を重ね合せたモ
デル

■理論上最大想定モデル
　南海トラフで発生する
恐れのある地震のうち、
あらゆる可能性を考慮し
た最大クラスの地震を想
定したモデル

注）１．冬深夜発災の場合の被害想定（御作小学校区における被害が最大となる）。
　　２．四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。
出典：豊田市地震被害予測結果報告書（平成 27 年 3月、豊田市）

出典：愛知県　浸水予想図（一級河川矢作
川水系矢作川上流支川、令和 2年 7月 31
日公表）

犬
伏
川

犬
伏
川

矢
作
川

上川口町上川口町

下川口下川口

御作町御作町
木
瀬
川

木
瀬
川

矢
作
川

矢
作
川

御作小学校御作小学校

上川口公民館上川口公民館

下川口公民館下川口公民館

御作公民館御作公民館

凡例

浸水した場合に想定される水深（ランク別）

20.0m 以上の区域
10.0m ～ 20.0m 未満の区域
5.0m ～ 10.0m 未満の区域
3.0m ～   5.0m 未満の区域
1.0m ～   3.0m 未満の区域
0.5m ～   1.0m 未満の区域
0.3m ～   0.5m 未満の区域
0.3m 未満の区域
自治区界

河川等範囲

浸水想定図の対象河川
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加茂丘高校
※臨時避難所

御作児童遊園

避

御作東部児童遊園

避
御作こども園

御作小学校

倉

御作公民館

避 倉

下川口公民館

避 倉

アイシン化工（株）

西川集会所

避
御作西川公園

避

避

避

避

避

倉

倉

17

21

２

２

２

１

１

３

５ 25６

22

16

８

８

８

８
８

８

８

８

８

８

９

18７

10

11

11

11
11

11

11

11

11

11

12

23

14

15

危険箇所（御作小学校区）

時の指摘箇所 

③東海豪雨の時、道路が冠水した。 

⑩土砂災害警戒区域内に公民館があり心配。 

災害の時橋が落ちて行き来できなかった、孤立した 

災害の時に土石流があった。沢があり、雨天時には土砂が

堰堤に土砂が溜まっており、破堤しないか心配。沢があり、47
災害の時は土石流が発生した。 

残土をここに運び込んでいる。残土が流出して土石流発生につ

堰堤に砂が溜まってしまっており、破堤が心配である。破綻する

災害のとき家に土砂が崩れてきた 

堰堤の排水穴に土砂がつまり、外れた途端に流れ出てくる 
大雨の時泥が流れてきた。車庫まで流れてきた 
道を超えて田まで水浸しになった 

大雨の時は矢作川の氾濫が心配。防波堤があった方が良いの

≪全体≫堰堤が一斉に老朽化している。定期点検が必要ではな

≪全体≫中部電力から矢作川流域に住む人にダムの点検結果

≪全体≫危険の基準に合わせてもう一度堰堤補強、または作っ

≪全体≫想定外の雨でどこでも崩れる危険性がある 

現地踏査や防災ワークショップでの　　 　ご意見を基に本学区の危険箇所を整理しました。

この図は豊田市土砂災害ハザードマップを基に作成しています。
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上川口公民館

避 倉

月原公民館

縄文の里水辺公園
ふれあい広場

避

17 17
17

１

１

１

１

１

４

３

３

５

５

５

６

６

26

８

18

11

11
11

11
11

11
11

23

1313

13

13

13

14

14

14

14

24

24

20
13

６

19

５

河川の氾濫・浸水

河川の氾濫・浸水（川底に土砂堆積、樹木繁茂）

河川の増水による渡橋不可

護岸の崩壊

道路の冠水、崩落、陥没

落橋、橋梁の流出

道路に倒木

道路に土・水のにじみ出し

斜面の樹木が倒木

斜面からの鉄砲水

がけ崩れ

斜面の亀裂

家屋の倒壊

がけ崩れと土石流

土石流

落石

堰提の老化、ひび割れ、崩壊

堰提からの流水

公民館（自主避難場所）が土砂災害特別警戒区
域にある
水はけが悪い

河川の氾濫・浸水 （昭和 47 年 7月豪雨災害時）

落橋、橋梁の流出 （昭和 47 年 7月豪雨災害時）

がけ崩れ　　　　 （昭和 47 年 7月豪雨災害時）

土石流　 　 　（昭和 47 年 7月豪雨災害時）

道路の冠水 　 　（平成 12 年 9月東海豪雨災害時）

落石   　　（過去に建物全壊）

１

２

21

３

４

５

25

６

22

18

７

８

９

10

11

12

23

13

14

15

24

19

20

17

16

16

26

◇ 現地踏査や防災ワークショップで指摘された危険箇所 ◇

◇ 過去に水害や土砂災害等が発生した箇所 ◇

現地踏査や防災ワークショップでの　　 　ご意見を基に本学区の危険箇所を整理しました。

凡例

緊急避難場所・
臨時避難所

避 自主避難場所

倉 防災・水防倉庫

AED設置場所
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防災上の課題
危険箇所

課題まとめ

〇犬伏川は土砂が全体的に堆積しており、
大雨の時に氾濫の危険性がある。

〇道路沿線各箇所にがけ崩れの危険性があ
る。

〇大雨の時に、土砂が道路に流出している
箇所が多くあるため、避難が困難になる
恐れがある。

【御作町】

〇大雨の時に、矢作川の氾濫とそれによる
道路などの浸水の危険性がある。

〇大雨の時に、道路の冠水、崩落、陥没の
危険性がある。

〇集落部にがけ崩れや土石流の発生の危険
性がある。

〇砂防堰堤からの越水が一気に流れる恐れ
がある。

【下川口】

【上川口町】

〇緊急避難場所は、御作小学校1箇所のみである。

〇御作小学校の西側は、土砂災害警戒区域に接している崖があり、安全性の確保ができて
いない。

〇自主避難場所である上川口町と下川口の公民館は、耐震性が確認されていない。また、
上川口町の公民館は、土砂災害警戒区域にあるため、安全が守られていない。

〇各堰堤が老朽化しており強度が確認されていない。

〇がけ崩れや河川の氾濫などによる落橋も含む道路寸断が予想される。

〇ライフラインの確保ができていない。

【インフラ】

〇大雨の時に、矢作川の氾濫とそれによる道路などの浸水の危険性がある。

〇集落部にがけ崩れや土石流の発生の危険性がある。

〇砂防堰堤にヒビが入っているなど、強度に不安がある。

本学区の地勢や人口の状況、災害の被害想定と現地踏査や防災　　 　　　ワークショップなどでのご意見を踏まえて、防災上の課題を整理しました。
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地理的特性 地域の人口構成
〇本学区内の人口構成では、50歳代が多
いものの、65歳以上が約 31％、75歳
代以上が約 17％を占め、少子高齢化が
進んでいる。

〇防災アンケート結果から、障がいがあ
る人や避難に際して支援が必要な人が
家族の中にいる世帯は約 15％を占め、
75歳以上の高齢者を加えると約 42％と
なる。

〇緊急避難場所まで遠く、大雨など
の災害時に避難することが極めて
困難である。

〇移動困難者などの移動手段の確保
ができていない。

〇放送設備があるが、聞こえない世
帯もある。災害時の情報伝達方法
が整理できていない。

〇避難場所、避難方法や避難基準に
ついては、地域で共有できていな
い。

〇防災訓練ができていない。

〇自主防災会が機能していない。

〇住民の防災意識が低い。

〇防災備品が不足している。

〇警報や避難勧告などが出た場合の連絡方法がはっ
きりしていない。

〇一人暮らしの住民への避難連絡方法が確立してい
ない。

〇災害時に助け合う共助の体制ができてない。

〇自主防災会の長が区長と兼任で短期間で交代する
ため、防災の経験やノウハウが継続しない。

【避難】 【地域防災力】

〇本学区内の大半が山地部であり、集落は県
道 485号線、県道 33号線、県道 11号線沿
いにある。

○道路沿線にはがけが多く、殆どの集落には、
急傾斜地の崩壊に対する土砂災害特別警戒
区域と部分的に土石流の土砂災害特別警戒
区域が指定されている。

〇本学区の南北に位置し道路に平行している
犬伏川と矢作川沿岸には愛知県の浸水予想
図において浸水が想定されている。

本学区の地勢や人口の状況、災害の被害想定と現地踏査や防災　　 　　　ワークショップなどでのご意見を踏まえて、防災上の課題を整理しました。
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今後に向けての取り組み

■ 自治区で行う取組

■ 個人・家族で行う取組

＜防災アンケート調査結果 本学区での自助・共助等の防災力の向上を図るために必要なこと＞

連絡体制の構築・充実
〇自治区内における防災情報の伝達
〇防災ラジオの活用
〇災害時の単身世帯への呼びかけ
〇避難情報などの伝達方法の基準を明確化

避難体制の整備
〇避難する人の増加（空振りしても災害が起こ
らなくてよかったと思える意識づくり）
〇集団避難
〇家族や友人と一緒に避難
〇避難に時間がかかる方の早期避難の促し
〇避難のルール作り

住民のつながりの形成強化
〇災害共助の具体化（自治区内食料持ち寄り、
備品を使える仕組みづくり）

〇住民の連携の強化
〇意識づけのための役割分担の設定
〇人を知り協力してまとまれるイベント実施
〇地域団体相互のつながり強化

安全点検の実施
〇自治区のみんなで危険箇所の点検
〇堰堤の点検・修復依頼

避難場所の運営体制の整備
〇避難場所の避難しやすい環境づくり
〇避難所の運営の仕方

備蓄等の準備
〇災害時の飲料水・食料を自治区集会所に備蓄
〇家庭内の備蓄 3日分の周知

避難施設の充実
〇緊急避難場所（御作小学校）の充実の要望
〇定期的に調査し、危険箇所の改善
〇自主避難場所（公民館）の安全性の確保

自主防災会の活動の充実
〇自主防災会による定期的な防災訓練の実施
〇備品内容の定期確認、市へ追加要望等
〇住民の防災意識の向上のための勉強会実施

（危険箇所の視察等）
〇防災リーダーの養成
〇災害発生時の指揮命令系統の設定
〇学区での防災訓練～自治区間の連携
〇S47 災害を風化させない取組
〇住民全体の意識向上、情報共有

持続的な防災活動の実施
〇区長交代時に消防防災情報の引き継ぎ
〇避難困難者の情報を定期的にチェック

備蓄などの準備

〇3日分の食料、持ち出し袋の充実

安全な家具の設置
〇寝室に倒れやすいものを置かない

自主避難
〇率先して逃げる

〇非常時に備えたルールづくり

今後に向けた取組

4.5%
6.4%

1.3%
3.8%
4.5%

8.3%
12.2%

16.0%
17.9%

24.4%
25.0%

28.8%
28.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

無回答

特にない

その他

ボランティアとの連携の強化

他の自治区との連携の強化

地域で子どもへの防災教育の充実

防災訓練・講習会の充実

要配慮者の避難支援体制の強化

地域の防災の中心となるリーダーの育成

自主防災会等の活動の充実

地域の避難計画の作成

連絡体制の整備

避難所の円滑な運営体制の整備

回答者数156

（転倒防止対策）

家族での避難情報・避難場所などの確認

　●ワークショップなどで出された必要な防災の取組についてのご意見
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次のような考え方で、まずは、取組を始めてはどうでしょうか。

●最初から完璧を目指さず、少しずつ取組を前進させる。
●自治区の状況に応じて、できることから始める。
●これまで実施している取組にちょっとした工夫を追加する。

■的確な避難のために！

■取組を自治区のみんなに広げるために！

■自主防災会の体制強化のために！

・避難が的確に行われるよう自治区や自主防災会などを中心に住民が協力して、連絡体
制の整備、避難する意識の共有化、避難場所の環境整備などに取り組むことが大切。

・防災の取組の効果発揮には、住民が関心をもち、理解し、参画することが大切。

・自治区の防災活動の中心として自主防災会の果たす役割は大きい。

正確な情報把握と連絡体制の整備・充実
○自治区放送設備による放送訓練の実施
　・情報伝達の状況を確認（課題の発見）
○課題解決のための連絡手段の準備
　・声掛け、連絡網の整備・更新など

防災に関する自治区のルールの周知・整理
○自治区のルールは決定のつど回覧などで周
知

　・決めたことはルールとして記録
○自治区のルール集として整理・保管
　・ルールがあっても知らない人も多いので
定期的に情報発信

　・ルールを継承できる仕組みづくり

適切なタイミングでの避難の促進
○どのような情報で避難開始するかについて自
治区でのルール化

　・近隣での避難の声かけのタイミング
○高齢者など避難に時間がかかる人は、“避難
　準備・高齢者など避難開始で”避難
　・呼びかけと避難支援（担当と方法）を明確

化、必要な関係者に周知

避難ルートの危険箇所の確認
○本カルテを参考に住民参加で避難ルートを
　点検、危険箇所を各自が確認
　・危険箇所に配慮した避難の実施

避難する意識の共有化
○自宅が安全でない人は“避難”という原則の
周知（共有化）

　・避難所宿泊体験などで、避難行動への抵抗
感を低減

自主避難場所などの開設・運営
○適切に開設できる管理・運営体制の整備
　・複数人が鍵を管理
　・開設基準の明確化→住民に周知
○運営体制の明確化（責任者、役割分担）
　・施設の使用方法、備蓄食料等の使用など

これまでの取組に楽しさをプラス
○役員だけで行っていた地区備蓄品の点検や
　食料等の更新を住民参加でイベント化
　・備蓄食料品（更新）の試食体験、資機材
　　の稼働訓練など
○防災訓練に楽しさを付加
　・宿泊体験訓練（趣味の教室等開催）
　・避難訓練と炊き出し訓練のセットなど

自治区で優先的に行う取組の選定
○自治区や自主防災会の役員等が協議し、優先
　 的に行う取組を選定
○選定結果は回覧板などで周知、意見を募集
　・関心をもち、取組への参画を促進

自主防災会の活動内容等の明確化
○自主防災会が行う活動の内容、実施方法、
　役割分担を明確化
　・経験・ノウハウが継承されるような組織
　　体制の構築
　・3自治区での連絡・連携の確保

　●今後に向けた取組例
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非常持ち出し品・備蓄品の準備

災害に備える

備蓄品リスト

日頃からの家庭での防災対策
地震対策 風水害対策

出典：愛知県「防災・減災お役立ちガイド」

□ ティッシュペーパー
□ タオル
□ ポンチョ
□ 除菌シート
□ マスク
□ 携帯電話の充電器
□ 印かん
□ 止血するもの
□ 懐中電灯
□ ライター
□ ナイフ
□ 下着
□ 手袋
□ 充電式ラジオ
□ 食料
□ 飲料水
□ ヘルメット
□ 乾電池
□ 健康保険証コピー
□ メガネ、コンタクト用品
□ 現金（公衆電話用硬貨含む )
など

乳幼児
□ 離乳食
　 粉ミルク・液体ミルク
□ 加熱調理器具
□ 消毒用品
□ 紙おむつ
□ おしりふき　など
高齢者
□ 入れ歯
□ 介護食
□ 大人用紙おむつ　など
疾患のある方
□ 主治医の連絡先
□ 持病薬メモ（処方箋等）
□ 持病の薬　など
ペット
□ 動物病院連絡先
□ リード
□ ケージ
□ ペット用食品
□ 排泄用品　など

□食料
□飲料水（1人 1日 3リットル）
□カセットコンロ、ガスボンベ
□常備薬
□携帯・簡易トイレ
□懐中電灯
□乾電池
□充電式ラジオ
□ビニール袋　　□ラップ
□ろうそく　　　□ライター
□ティッシュペーパー
□トイレットペーパー
□ウェットティッシュ
□毛布
□歯磨きシート
□抗菌・消臭剤
□救急セット
□感染症予防用品（マスク、
　 消毒液、除菌シート、体温計）
□生理用品
□使い捨てカイロ　など
※飲料水と食料等は 3日分以上
　　（できれば 7日分）用意。

■住宅の地震対策
□ 住宅の耐震診断・耐震改修による耐震化の
　 確保
□ 感電ブレーカーを設置し電気火災の防止
□ ブロック塀の傾き・ひび割れ・破損の点検

■家具の転倒防止等
□ タンス・棚等の金具等での固定
□ 食器棚は金具で両開き扉の開放防止
□ 照明器具や額縁等のチェーン・金具での
　 固定
□ 窓ガラスへの飛散防止フィルムの貼付け
□ 寝室や居間への大型家具の配置を回避
□ 家具の転倒に備えた配置
□ プロパンガスボンベの固定の点検

■地震保険の加入

■屋根の備え
□ 瓦のひび・割れ・ずれ・はがれの点検
□ テレビアンテナの緩み・ぐらつきの点検
□ 車庫や物置などのトタン屋根が風でとば
　　されないかの点検

■外壁・ベランダ・窓などの備え
□ 壁の亀裂や腐り、雨戸のがたつきの点検
□ プロパンガスボンベの固定の点検
□ 雨どいの掃除、スムーズな排水

■塀や庭などの備え
□ ブロック塀のひび割れ、破損の点検
□ 側溝や排水溝の掃除、水はけを改善
□ 風で飛ばされそうなものを室内に移動
□ ビニールシートで崩れそうながけを補強

■損害保険の加入

　避難するときに持ち出す必要最小限の「非常持ち出し品」とライフラインや物流が止
まった中で自宅で生活するための「備蓄品」に分けて準備するものを整理しました。

基本セット

非常持ち出し品リスト
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正確な災害情報の入手

　防災気象情報や市からの避難情報は、次のような方法で入手できます。

　地震や風水害などの自然災害が起こりそうなときや起こったときは、正確な情報を入
手し、迅速かつ適切に行動することが大切になります。

正確な情報の入手　　

警戒レベル とるべき避難行動等
避難情報

（豊田市が発令）
参考となる
気象情報の例

・大雨特別警報
・氾濫発生情報

・既に災害が発生している状況であ
り、命を守るための最善の行動を
とる。

・災害発生情報

・速やかに避難先へ避難する。
・公的な避難場所までの移動が危険
と思われる場合は、近くの安全な
場所や、自宅内のより安全な場所
に避難する。

・避難に時間を要する人（高齢者、
障がいのある人、乳幼児など）と
その支援者は避難する。

・その他の人は避難の準備をし、自
発的に避難する。

・避難に備え、ハザードマップ等
により、自らの避難行動を確認
する。

・災害への心構えを高める。

・避難勧告
・避難指示（緊急）

・避難準備・
　高齢者等避難開始

・発令なし

・発令なし

・土砂災害警戒情報
・氾濫危険情報など

・大雨警報
　（土砂災害）
・洪水警報
・氾濫警戒情報など

・大雨注意報
・洪水注意報
・氾濫注意情報

・早期注意情報

警戒レベル 5

警戒レベル 4

警戒レベル 3

警戒レベル 2

警戒レベル 1

全員避難

高齢者等避難

避難情報と防災気象情報
　警戒レベルを用いて、避難勧告などを発令します。

警戒レベル❹で ただちに避難！

警戒レベル❸で高齢者等は避難開始！

□ テレビ・ラジオ
　・ひまわりネットワーク
　・エフエムとよた
　　「ラジオ・ラヴィート」

□ メール
　・エリアメール・緊急速報メール
　・緊急メールとよた

□　防災行政無線・防災ラジオ
□   インターネット
（PC版）　
 ・http//www.city.toyota.aichi.jp/
（携帯電話版）
 ・http//mobile.city.toyota.aichi.jp/
( 豊田市防災気象情報サイト）
 ・http//toyota-city.bousai.info/

●緊急メールとよた
事前に登録されたメール
アドレスに緊急情報や気象
情報を配信します
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災害時の心得

揺れているとき～身を守る    揺れがおさまったら

安全な場所にすばやく
移動し、落下物などか
ら頭を守る。できる範囲
で火の始末をする。

ハザードランプを点滅さ
せて、徐 に々減速、道
路左側に停車。緊急車
両の通行の妨げになら
ないよう配慮する。

看板や瓦などの落下物から
頭を守る。塀や自販機から
離れ、頭を保護して、空き
地や公園へ避難する。

ドア・窓を開けて出口を確保。
火が出ていたら初期消火。
ガスの元栓を閉め、コンセン
トを抜き、ブレーカーを落とす。

地震の揺れでがけが崩壊
する恐れがあるので、がけ
からすぐに離れる。

自宅を点検、倒壊の恐れが
あれば避難する。

避難時

■ 早めの避難
　安全に避難できるうちに早めに
避難。浸水してからの避難は
避ける（大人でも水深 50cm超
は危険）。

■ 隣近所で声のかけあい
　隣近所で声をかけあい、歩い
　て避難する。

■ ロープで体をつなぐ
　はぐれないようお互いの体を
　ロープで結んで避難。特に、
　子どもは目を離さないようにす
る。

■ 危険な場所は避ける
　避難の際は、増水した川や
がけの下など危険な場所に
は近づかない。

■靴は動きやすいものを
　長靴は水が入ると動きにく
いので、ひもで締められる
運動靴にする。

■ 手は自由に
　手をつなぐのは行動の自由
を奪い危険。非常持ち出し
品は背負い、手を自由にし
ておく。

■ 避難が遅れたら
　万一避難が遅れたら、安全
な建物の高所で助けを待つ。

■ 冠水の足元に注意
　冠水した道を避難する場合は
長い棒を杖がわりに、側溝、
段差などの安全を確保する。

■ 要配慮者の安全確保
　高齢者や身体の不自由な人
　は背負い、幼児は浮き輪な
どを利用して安全を確保す
る。

■ 家や建物の中では ■ 路上では ■ 脱出口の確保、出火防止

■ 車の運転中は ■ がけの近くでは ■ 倒壊の恐れがあれば避難

地震発生時

風水害時

新型コロナウイルス感染症は心配でも、危険が迫ったときは、迷わず避難を！

市指定の緊急避難場所や自主避難場所だけでなく、安全な場所にある親戚・
知人宅など、いろいろな避難先をあらかじめ検討しておく。
（安全な場所にいる人まで緊急避難場所へ避難する必要はありません。）

非常持ち出し品 (P.13）をあらかじめ準備しておく。
どこにいても自分でできる感染症対策をあらかじめ準備しておき実践する。
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現地踏査の結果報告

防災ワークショップの結果報告

6月25日（木）午前9時30分～
6月25日（木）午後1時30分～
6月23日（火）午後1時30分～

　危険箇所等の情報を把握するために、自治区の区長などの協力を得て、現地踏査を行いました。

■現地踏査の流れ
①自治区の区長などから危険箇所とその状況を収集し、現地踏査調査図を作成しました。
②現地踏査調査図と土砂災害ハザードマップをもとに、調査箇所を目視により点検しました。
③危険箇所の位置と状況を写真とともに整理しました。

現地踏査の様子
（下川口）

　防災意識の向上に向けて、自治区で防災に関するワークショップを開催しました。

8月1日（土）午後1時30分 御作公民館
8月1日（土）午前9時30分 上川口公民館
8月1日（土）午後7時～ 下川口公民館

■プログラム
１．レクチャー

２．グループに分かれてのワークショップ
①危険箇所の抽出

②防災上の課題と取組

③発表

ワークショップの様子（下川口）ワークショップの様子（上川口町）ワークショップの様子（御作町）

自治区 実施日（２時間程度）
御作町
上川口町
下川口

自治区 実施日（２時間程度）
御作町
上川口町
下川口

場所

　　本学区の災害の種類等と地震被害想定などをお話ししました。
　　土石流と土砂災害と昭和 47年 7月豪雨災害記録の動画を見ながら、その危険な状況を実　　
　感しました。

　　　現地踏査調査結果を見ながら、参加者から特に危険と感じている箇所をあげていただ　　
　　き、自治区の危険箇所を抽出しました。

　　　地震、台風、大雨等災害が起こった時の防災からみた地域の弱いところ、問題点、心　
　　配ごとをあげていただき、皆さんで話し合いました。
　　　これらの課題を見ながら、災害時に「自分でする取組」と「地域でする取組」について、
　　あげていただき、皆さんで考えました。

　　各グループの成果を発表して、全員で共有しました。
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20歳未満
0.0%

20歳代
6.0%

30歳代
3.2%

40歳代
7.1%

50歳代
26.3%

60歳代
31.4%

70歳代
21.2%

80歳代
8.3%

90歳以上
0.6%

無回答
1.3%

昭和56年5
月以前
54.1%

昭和56年6
月以降
45.4%

わからな

い0.5%

防災アンケートの結果概要

内容

調査方法 自治区から各世帯に調査票を配布、郵送回収

調査時期 令和2年6月19日（金）～7月20日（月）

配布回収結果 配布347票 回収156票 回収率45.0％

回答者の年齢
回答者は、60歳代が約31％と最も多く、
70歳代以上が約32％を占めています。

避難支援者の同居状況
避難支援が必要な人が家族に「いずれもない」は34％でしたが、75歳以上の高齢者などの指摘が
約37％ありました。

自宅の建築時期
建物の建築時期では、旧耐震設計基準の「昭和
56年5月以前」が約54％であり、新耐震設計
基準の「昭和56年6月以降」より若干多く、耐
震性に不安のある建物が半数を占めています。

回答者数156回答者数156

　住民の防災に対する意識や取組状況を把握するとともに、今後の災害被害の軽減に向けて
の課題を明らかにするための基礎資料とすることを目的に、御作町、上川口町、下川口の全
世帯を対象に防災に関するアンケート調査を実施しました。

1.3%

1.9%

1.9%

3.8%

5.8%

8.3%

12.2%

27.6%

36.5%

34.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

知的障がいがある人

身体に障がいがあり、自力歩行ができない人

その他避難に際して支援が必要な人

乳幼児

身体に障がいがあるが、自力歩行可能な人

小学生

犬や猫などのペット

75歳以上の高齢者

いずれもない

回答者数156
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緊急避難場

所26.9%
余裕があると

きは緊急避難

場所、それ以

外は近くの自

主避難場所
6.4%

近くの自主

避難場所
13.5%安全な親

戚や友人

宅6.4%

その時の状

況で選ぶ
39.1%

緊急避難場

所等をしら

ないのでわ

からない
1.3%

その他2.6%
無回答3.8%

4.5%

2.6%

7.1%

17.9%

18.6%

34.0%

44.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

地域での防災の話合いに参加

防災講習会等に参加

自主防災会等の地域の防災組織に参画

防災訓練に参加

何もしていない

2.6%
7.1%

9.0%
12.2%
12.2%

21.8%
23.7%
23.7%

25.0%
40.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

市から避難勧告が発令されたとき

市から避難準備・高齢者等避難開始が発令されたとき

市から災害発生情報が発令されたとき

近所の人が避難したとき

避難しない（自宅にいる）

誰かが直接呼びかけに来たとき

周辺で浸水や土砂崩れ等の発生を見聞きしたとき

市から避難指示（緊急）が発令されたとき

0.0%

28.8%

76.9%

25.0%

25.0%

87.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

インターネット

携帯電話（緊急メールとよた、緊急速報メール、市公式SNS）

防災ラジオ

防災行政無線（屋外拡声器）

テレビ・ラジオ等の放送

1.9%

2.6%

21.2%

39.7%

46.2%

50.6%

62.8%

73.7%

78.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

わからない

火災が発生・延焼

周辺で死傷者が発生

通信手段の遮断で外部との連絡が困難（家族の安否不明）

田畑が浸水・土砂崩れ等の被害

家屋等が倒壊・焼失・浸水等の被害

損壊や土砂崩れ等による道路の寸断（集落が孤立）

電気・水道等のライフラインの供給停止

大規模災害が発生した場合の発災
1日目の予想

「ライフラインの供給停止」（約79％）、「道路の寸断（集落が孤立）」（約74％）といった社会イ
ンフラの被害が発災1日目の最悪のシナリオの状況として想定されています。

情報を入手する手段
大規模な自然災害の際に、災害や防災に関する情報を入手する手段は「テレビ・ラジオ等の放
送」が約88％と最も高く、年齢を問わず利用されています。

避難先
避難先は「その時の状況により選ぶ」
が約40%と最も高くなっています。

防災活動への参加状況
過去3年間において地域の防災活動に「何もしていない」
が約44%と最も高くなっています。

風水害の場合の避難するタイミング
風水害が発生した場合に避難するタイミングは、「避難指示（緊急）が発令されたとき」が約
40％と最も高くなっています。

回答者数156

回答者数156

回答者数156

回答者数156 回答者数156
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豊田市役所 藤岡支所 地域振興担当
TEL:0565-76-2102

豊田市役所　藤岡支所
令和２年度地域予算提案事業（藤岡地域会議）
令和3年２月発行

豊田市
T o y o t a  C i t y

■ わが家の防災メモ　家族で災害時の行動を話し合っておきましょう

■ 家族の連絡先

発行 お問合せ

家族との連絡方法 家族の集合場所 身近な避難場所

①

②

③

名前 携帯電話 メールアドレス 勤務先・学校等


